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平成22年12月10日

月号
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2010 月号2010

第４０回
只見町文化祭…��������  ２〜３
町誘致企業「株式会社会津工場」紹介 � ������  ４〜５
第２２回ふくしま駅伝競走大会　他 � ��������  ６〜７
ユネスコ・エコパーク講演会　他 ……………… ��� ８～11
町の話題 � �������������������  12〜13

今 月 の 表 紙
みんな待ちに待った「クリスマ
ス会」。１２月５日、交換するため
のプレゼントを持って、朝日地
区センターに子どもたちが集合。
ホールが暗くなると、サンタさ
んが現れ、みんなにプレゼント
をあげた。ゲームやプレゼント
交換で最高の笑顔がはじけた。
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第
４０
回
を
迎
え
た
只
見
町
文
化
祭

が
、
１１
月
３
日
に
只
見
地
区
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

開
館
式
で
、
文
化
祭
実
行
委
員
会

会
長
の
目
黒
町
長
は
「
地
域
文
化
の

伝
承
を
通
じ
て
文
化
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
と

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
生
き

と
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
く
契
機
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
目
黒
町
長
、
五
十
嵐
拓
町

議
会
議
長
、
飯
塚
恒
夫
町
文
化
協
会

長
、
横
山
大
太
郎
町
教
育
委
員
長
の

４
名
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
詰
め
か
け
た
町
民
の
方
な
ど
が

次
々
と
入
場
さ
れ
ま
し
た
。

入
口
を
入
る
と
、
ま
ず
目
に
留
ま

る
の
が
自
然
首
都
・
只
見
に
か
か
わ

る
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
中

心
に
世
界
遺
産
級
の
ブ
ナ
の
森
な
ど

を
展
示
物
や
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹
介
し

た
自
然
首
都
・
只
見
メ
イ
ン
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
只
見
の
自
然
は
世
界
的
に

も
貴
重
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
価
値

が
あ
る
こ
と
、
こ
の
自
然
と
共
存
共

栄
し
て
い
く
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
し

た
。そ

の
隣
り
に
は
、
町
内
に
あ
る
旧

龍
蔵
院
と
吉
祥
院
か
ら
発
見
さ
れ
た

法
印
の
活
動
な
ど
が
記
さ
れ
た
中
世

修
験
蔵
書
「
陰
陽
雑
書
抜
書
」
と

「
簠
簋
傳
」
の
実
物
も
展
示
さ
れ
、

５
０
０
年
前
の
古
文
書
に
入
館
者
は

目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
蔵

書
の
発
見
に
携
わ
れ
、
調
査
を
行
い

報
告
書
を
執
筆
さ
れ
た
東
洋
大
学
文

学
部
講
師
／
栃
木
県
立
学
悠
館
高
校

教
諭
「
久
野
俊
彦
」
氏
に
よ
る
記
念

講
演
会
も
行
わ
れ
、
法
印
の
多
様
な

活
動
や
陰
陽
雑
書
抜
書
が
指
針
と
な

っ
た
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代
の
作
法

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

只見町文化祭只見町文化祭
第40回第40回

自然首都・只見からの発信

只見の自然と文化の創造をめざして

▼自然首都・只見メインコーナー

▼町民芸術コーナー

▼民芸品コーナー（つる細工体験）▼手工芸コーナー（折り紙体験）
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民
話
茶
屋
で
は
、
町
昔
話
の
会
の

方
や
町
内
の
小
学
生
に
よ
る
昔
語
り

が
あ
り
家
族
や
先
生
な
ど
大
勢
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
民
芸
品

コ
ー
ナ
ー
の
つ
る
細
工
体
験
や
手
工

芸
コ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
ト
手
芸
な
ど

の
体
験
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
品
を
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ぼ

く
と
わ
た
し
の
自
慢
の
朝
ご
は
ん
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
渡
部
瑠
唯
さ
ん

（
朝
日
小
６
年
）
や
平
野
創
士
く
ん

（
明
和
小
１
年
）
な
ど
に
目
黒
町
長

か
ら
賞
状
や
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
奥
会
津
振
興
セ
ン
タ

ー
と
奥
会
津
５
町
村
の
活
動
、
さ
ら

に
伊
南
川
再
生
に
取
り
組
む
奥
会
津

元
気
回
復
協
議
会
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
た
奥
会
津
振
興
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

町
民
芸
術
、
手
工
芸
、
町
民
文
芸
、

菊
花
・
盆
栽
・
山
野
草
、
い
き
い
き

只
見
高
校
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
丹
精

さ
れ
た
努
力
の
結
晶
と
も
い
え
る
作

品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
、
入
館
者
に

感
動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

茶
道
コ
ー
ナ
ー
や
日
赤
奉
仕
団
と

も
し
び
会
が
行
な
っ
た
バ
ザ
ー
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど
り
会
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
青
年
に
よ
る
ふ
る
さ
と

食
堂
な
ど
も
大
勢
の
方
で
に
ぎ
わ

い
、
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
前
広
場
で
行
わ
れ
た
野
菜
や
キ

ノ
コ
な
ど
の
物
産
販
売
も
朝
か
ら
人

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

只
見
の
自
然
と
そ
こ
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
か
ら
築
か
れ
た
こ
の
地
域

特
有
の
文
化
や
財
産
は
、
日
々
の
生

活
の
な
か
で
確
実
に
次
の
世
代
へ
と

受
け
継
が
れ
、
文
化
の
町
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
印

象
深
く
感
じ
ら
れ
た
魅
力
の
多
い
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

▼民芸品コーナー

▲久野俊彦氏による記念講演会「法印の活動と書物」

▼手工芸コーナー

▼民話茶屋での昔話「菅家ツヤさん」 ▼ぼくとわたしの自慢の朝ごはんコンテスト表彰式

只見町文化祭事業の一環として、１１月１４日、
只見町文化協会芸能発表会が、季の郷・湯ら里
で開かれました。出演団体は、只見音楽研究会、
宝生流謡曲研究会只見松楓会、コーラス・はな
みずき、はぎの会、瞳の会、みのり会、只見町
民謡会、只見つくし会、蒲生花輪踊り保存会の
文化協会に加盟する９団体の皆さんで、美しい
歌声や華やかな舞踊などを次々と披露、会場を
訪れた約２００名の方々は、最後まで大きな拍手
を送り、芸術の秋にふさわしい一日を過ごされ
ました。

只見町文化協会・
芸能発表会華

や
か
に、美しく
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イ
ギ
リ
ス
で
開
発
さ
れ
た
「
Ｈ
プ

ロ
セ
ス
」
と
い
う
工
法
を
１
９
８
３

年
に
導
入
、
精
密
部
品
を
製
造
す
る

量
産
体
制
を
確
立
、
以
後
１
９
８
８

年
に
は
Ｈ
プ
ロ
セ
ス
用
の
金
型
も
社

内
で
製
造
す
る
た
め
の
金
型
工
場
を

設
置
、
同
時
に
製
品
の
切
削
加
工
部

門
も
ス
タ
ー
ト
、
１
９
９
９
年
か
ら

は
独
自
営
業
を
開
始
、
業
務
拡
大
を

目
指
し
ま
し
た
。

Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工
法
と
は
製
品
を
作

り
出
す
型
を
何
枚
も
重
ね
合
わ
せ
、

精
度
の
高
い
鋳
物
製
品
を
一
度
の
鉄

の
流
し
込
み
に
よ
り
数
多
く
製
造
す

る
工
法
で
、
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ

り
ま
す
。

▽
コ
ス
ト
の
低
減
、
効
率
の
向
上

▽
寸
法
精
度
の
向
上
、
重
量
バ
ラ  

　

ツ
キ
の
減
少

▽
高
い
保
温
性
に
よ
り
急
冷
を
防

　

ぎ
、
材
質
が
均
一
に
な
る

▽
不
良
の
減
少

▽
仕
上
げ
作
業
の
低
減

▽
各
作
業
の
単
純
化

こ
の
工
法
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

作
業
の
合
理
化
と
効
率
化
が
実
現
し

ま
す
が
、
難
易
度
が
高
く
製
品
の
量

産
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
工
場
は

国
内
で
は
会
津
工
場
の
一
社
の
み

で
、
世
界
で
も
数
社
と
い
う
こ
と
で

す
。会

津
工
場
で
も
、
今
の
体
制
に
至

る
ま
で
は
１０
年
以
上
の
期
間
を
要

し
、
そ
の
間
、
独
自
の
研
究
や
試
作

を
繰
り
返
し
、
社
員
全
員
で
知
恵
を

出
し
合
い
試
行
錯
誤
の
結
果
、
現
在

の
シ
ス
テ
ム
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
蓄
積
さ
れ
た

会
津
工
場
に
し
か
な
い
ノ
ウ
ハ
ウ

は
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
同
業
者

や
世
界
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
大

き
く
評
価
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
工
法
に
よ
り
製
造
さ
れ
る
製

品
は
、
高
精
度
に
加
え
軽
量
で
、
複

雑
な
形
状
の
製
品
に
も
対
応
、
さ
ら

に
細
か
い
部
分
は
、
切
削
加
工
を
施

す
と
い
う
す
べ
て
の
製
造
工
程
を
自

社
工
場
内
で
行
い
、
ロ
ー
コ
ス
ト
化

を
実
現
、
他
社
に
は
で
き
な
い
付
加

価
値
の
高
い
製
品
と
な
っ
て
い
ま

す
。

世
界
が
認
め
た
プ
ロ
の
技
術

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工
法

株式会社 会津工場

只見町の企業誘致事業により二軒在家地区に
工場を設置、１９７５年（昭和５０年）１月より操業
を開始された「内外マリアブル株式会社会津
工場（旧社名）」は自動車部品を製造、販売さ
れている鋳物（金属を溶かし、型に入れて作っ
た器物）部品製造メーカーです。高精度の製
品を次々に製造され、国内外問わず自動車販
売メーカーのニーズに応える「株式会社会津
工場」の取り組みについて紹介いたします。

▲Hプロセス工法による製品の製造（鋳込み）

Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工
法
の
導
入
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今後の展望と方針

　

会
津
工
場
で
は
、
Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工

法
用
の
型
を
つ
く
る
金
型
の
製
作
か

ら
、
同
工
法
で
製
造
さ
れ
た
製
品
の

切
削
加
工
、
仕
上
げ
、
寸
法
精
度
の

測
定
、
強
度
試
験
な
ど
、
製
品
が
完

成
す
る
ま
で
の
一
貫
作
業
を
自
社
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
製
品
が
完
成
す
る

ま
で
の
経
過
を
す
べ
て
把
握
、
管
理

で
き
製
品
納
品
後
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ク

レ
ー
ム
な
ど
に
も
迅
速
に
対
処
、
ス

ム
ー
ズ
な
問
題
解
決
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
部
作
業
を

外
注
対
応
す
る
会
社
に
比
べ
、
半
分

以
下
の
期
間
で
納
品
で
き
る
と
い
う

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
他
社
に

は
真
似
の
で
き
な
い
品
質
管
理
シ
ス

テ
ム
が
会
津
工
場
の
最
大
の
特
徴
で

す
。

　

現
在
、
会
津
工
場
で
製
造
販
売
さ

れ
て
い
る
製
品
の
種
類
は
約
１
０
０

種
類
と
豊
富
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

自
動
車
部
品
で
、
タ
ー
ボ
チ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
、
カ
ー
エ
ア
コ
ン
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
一
部
に
使

用
さ
れ
る
部
品
な
ど
、
用
途
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
。
納
品
個
数
は
月
産
で

１
０
０
万
個
、
国
内
で
は
全
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
販
売
車
に
、国
外
で
は
、

フ
ォ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ア
ウ
デ
ィ
な

ど
の
販
売
車
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
５０
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
会

津
工
場
は
、
現
在
、
従
業
員
９２
名
で
、

町
内
の
本
社
工
場
と
千
葉
営
業
所
が

あ
り
、
ほ
か
に
４
社
の
関
連
会
社
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
営
業
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

Ｈ
プ
ロ
セ
ス
工
法
を
取
り
入
れ
、

研
究
開
発
を
重
ね
、
独
自
の
鋳
造
工

法
と
し
て
量
産
シ
ス
テ
ム
を
確
立
、

製
品
製
造
の
全
工
程
を
自
社
の
み
で

行
い
、
徹
底
し
た
製
品
管
理
と
低
コ

ス
ト
化
、
納
期
の
短
縮
化
に
取
り
組

ま
れ
、
高
精
度
な
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
販
売
す
る
こ
と
に
成
功
、
今

な
お
、
よ
り
良
質
な
製
品
の
製
造
開

発
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
会
津
工
場

は
、
中
心
的
な
雇
用
の
場
と
し
て
地

域
経
済
を
支
え
、
若
者
の
定
住
に
も

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
さ
ら
な
る

躍
進
が
期
待
さ
れ
る
誘
致
企
業
「
株

式
会
社
会
津
工
場
」
の
「
鈴
木
直
記

代
表
取
締
役
社
長
」
に
思
い
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

只
見
町
の
誘
致
企
業
と
し
て
こ

の
地
で
操
業
を
開
始
し
、
３６
年
に

な
り
ま
す
。

一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
は
、
明
日
の
操
業
が
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
の
厳
し
い
状
況
に
陥
り
ま

し
た
が
、
行
政
の
お
力
添
え
も
い

た
だ
き
何
と
か
立
ち
直
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
自
動
車

用
鋳
造
部
品
を
主
に
月
産
８０
～

１
０
０
万
台
の
製
品
を
生
産
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
紆
余
曲

折
し
な
が
ら
も
続
け
て
こ
れ
ま
し

た
の
も
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
の
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
独
自
工
法
で
あ
る
「
Ｈ

プ
ロ
セ
ス
工
法
」に
よ
る
高
精
度
、

高
品
質
の
製
品
作
り
を
武
器
に
他

社
と
の
レ
ベ
ル
の
差
を
実
現
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
は
品
質
だ
け
で

勝
負
で
き
る
時
代
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
情
報
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
よ
り
世
界
中
の
競
合
メ

ー
カ
ー
と
の
競
い
合
い
が
始
ま

り
、
特
に
近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

競
争
は
激
化
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
に
は
、

世
界
と
競
争
で
き
る
低
コ
ス
ト
化

の
実
現
と
高
ス
キ
ル
な
人
材
育
成

が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
年
度
よ
り
新
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
、
よ
り
効

率
的
な
生
産
性
を
実
現
さ
せ
る
計

画
を
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
「
株
式
会
社
会
津
工

場
」
の
生
き
残
り
手
段
と
捉
え
、

よ
り
強
固
な
企
業
へ
の
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

株式会社　会津工場
代表取締役社長

鈴木 直記さん

Ｈプロセス製品紹介

【素材重量６２％減、加工工数
大幅低減に成功した事例です】

他社鋳造品
（素材重量3.7kg）

Ｈプロセス鋳造品
（素材重量1.4kg）

徹
底
し
た
品
質
管
理

国
内
外
の自

動
車
部
品
を
製
造

躍
進
す
る
誘
致
企
業
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１１
月
２１
日
に
開
か
れ
た
、
第
２２
回

ふ
く
し
ま
駅
伝
で
、
只
見
町
チ
ー
ム

は
昨
年
の
総
合
５０
位
か
ら
４６
位
の
５

時
間
５６
分
４７
秒
で
ゴ
ー
ル
、
町
の
部

で
も
昨
年
の
２８
位
か
ら
２６
位
と
、
い

ず
れ
も
順
位
ア
ッ
プ
の
力
走
を
見
せ

ま
し
た
。
競
技
は
白
河
市
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
島
市
の
県

庁
前
ま
で
の
１６
区
間
、
９６
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
健
脚
が
競
わ

れ
ま
し
た
。
只
見
ラ
ン
ナ
ー
ズ
が
駅

伝
事
務
局
と
な
り
参
加
し
て
い
る
只

見
町
チ
ー
ム
は
、
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

２９
、
今
年
も
中
学
生
や
高
校
生
が
中

心
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
構
成

で
大
会
に
臨
み
、
１６
人
全
選
手
が
全

力
を
振
り
絞
り
走
り
き
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
最

年
少
の
只
見
中
１
年
「
目
黒
大
成
さ

ん
」に
ご
感
想
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

只見町チ
ーム

第２２回ふくしま駅伝
目黒大成さん

（只見中1年）
第8区・5.4㎞

順位アップの力走

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

秋
の
福
島
路
を

が
か
け
ぬ
け
た
！

29

　今回は、ふくしま駅伝に初めて参
加しました。結果は、区間４４位で、
とてもくやしい順位でしたが、只見
町チームの順位をキープできて良
かったです。
　次は、区間３０位を目標として頑
張っていきたいと思います。
　また来年も皆さんの応援をよろし
くお願いします。
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町
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、平
成
２２
年
度
上
半
期（
４

月
１
日
～
９
月
３０
日
）
の
予
算
の
執

行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
現
年
度
予
算
４０
億
２
，
１
０
０

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
2

回
の
補
正
で
４４
億
５
９
４
万
３
千
円

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
に
前
年
度

か
ら
繰
り
越
し
た
予
算
が
６
億
１
，

７
０
４
万
３
千
円
あ
り
ま
す
の
で
、

総
額
５０
億
２
，
２
９
８
万
６
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
地
方
交
付
税
を
平
成

21
年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
普

通
交
付
税
（
７
月
に
交
付
額
算
定
）

が
２２
億
５
０
７
万
３
千
円
と
な
り
、

前
年
度
対
比
１
億
2
，
７
１
８
万
２

千
円
の
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
特
別

交
付
税
（
平
成
２３
年
３
月
に
交
付
額

決
定
）
は
、
前
年
対
比
で
の
減
額
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。（
平
成
２２
年

度
普
通
交
付
税
は
、
国
補
正
予
算
に

よ
り
、
２
，
８
6
２
万
9
千
円
程
度

の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
）

（
※
地
方
交
付
税
は
、「
普
通
交
付

税
」
と
「
特
別
交
付
税
」
の
２
種
類

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。）

主
な
事
業
内
容
は
、
本
庁
舎
等
電

話
設
備
改
修
事
業　

１
，
１
２
０
万

円
、
新
多
目
的
交
通
シ
ス
テ
ム
運
営

補
助
金
（
雪
ん
こ
タ
ク
シ
ー
）　

１
，

８
９
３
万
円
、
子
ど
も
手
当
支
給
事

業　

６
，
０
３
２
万
円
、
西
部
環
境

衛
生
組
合
負
担
金　

９
，
４
６
４
万

円
、合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金　

３
，

４
６
０
万
円
、
八
乙
女
給
水
施
設
整

備
事
業　

１
，
４
４
３
万
円
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
支
援
事

業　

１
，
０
０
０
万
円
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
事
業　

２
，
１
０
８

万
円
、
県
営
た
だ
み
西
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
負
担
金　

２
，
７
２

３
万
円
、道
路
整
備
交
付
金
事
業（
林

道
整
備
）　

２
，
６
０
３
万
円
、
広

域
圏
消
防
費
負
担
金　

１
億
３
，
６

２
５
万
円
、
七
十
苅
遺
跡
発
掘
調
査

事
業　

２
，
１
８
３
万
円
、
町
下
野

球
場
改
修
事
業　

１
億
１
，
７
５
８

万
円
、
な
ど
で
す
。

歳
入
の
収
入
済
額
は
９
月
ま
で
に

実
際
に
収
入
と
な
っ
た
金
額
で
、
歳

出
の
支
出
済
額
は
実
際
に
支
出
し
た

金
額
で
す
。

こ
れ
は
、
只
見
町
財
政
状
況
等
の

公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
公
表
で

す
。

上
半

期財政状
況

お知らせ
します

◆一般会計（歳入）　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 収入済額 収入率
1 町 税 940,165,000 508,952,722 54.13
2 地 方 譲 与 税 67,500,000 21,736,024 32.20
3 利 子 割 交 付 金 1,000,000 561,000 56.10
4 配 当 割 交 付 金 200,000 129,000 64.50
5 株式等譲渡所得割交付金 1,000 0 0.00
6 地方消費税交付金 40,000,000 26,999,000 67.50
7 自動車取得税交付金 15,601,000 5,091,000 32.63
8 地 方 特 例 交 付 金 12,599,000 12,599,000 100.00
9 地 方 交 付 税 2,255,073,000 1,657,252,000 73.49

10 交通安全対策特別交付金 1,000,000 597,000 59.70
11 分担金及び負担金 24,731,000 7,970,382 32.23
12 使用料及び手数料 30,443,000 14,945,977 49.09
13 国 庫 支 出 金 118,088,000 36,378,581 30.81
14 県 支 出 金 346,835,000 20,683,791 5.96
15 財 産 収 入 22,049,000 7,755,124 35.17
16 寄 附 金 3,002,000 2,329,500 77.60
17 繰 入 金 40,632,000 23,000,000 56.61
18 繰 越 金 51,162,000 51,162,375 100.00
19 諸 収 入 39,162,000 8,272,231 21.12
20 町 債 396,700,000 0 0.00

合　　　計 4,405,943,000 2,406,414,707 54.62

◆一般会計（歳出）　　　　　　　　　　　（単位：円、％）

款 款　名　称 予算額 支出済額 執行率
1 議 会 費 62,101,000 29,864,346 48.09
2 総 務 費 926,189,000 248,180,903 26.80
3 民 生 費 584,845,000 146,292,074 25.01
4 衛 生 費 405,536,000 120,747,833 29.77
5 労 働 費 10,013,000 1,143,570 11.42
6 農 林 水 産 業 費 437,825,000 77,105,963 17.61
7 商 工 費 287,493,000 83,071,938 28.90
8 土 木 費 248,193,000 47,555,234 19.16
9 消 防 費 190,017,000 126,268,862 66.45

10 教 育 費 447,055,000 183,307,573 41.00
11 災 害 復 旧 費 1,050,000 0 0.00
12 公 債 費 693,320,000 302,976,275 43.70
13 予 備 費 112,306,000 0 0.00

合　　　計 4,405,943,000 1,366,514,571 31.02

◆特別会計 （単位：円、％）

会　計　名 予算額
歳　　入 歳　　出

収入済額 収入率 支出済額 執行率
1 国民健康保険事業 580,727,000 222,839,480 38.37 248,079,022 42.72
2 国民健康保険施設 412,767,000 88,940,670 21.55 181,060,672 43.87
3 老 人 保 健 1,020,000 30,385 2.98 49,129 4.82
4 後期高齢者医療 121,638,000 12,437,100 10.22 45,032,597 37.02
5 介 護 保 険 事 業 559,834,000 248,799,972 44.44 214,529,616 38.32
6 介護老人保健施設 236,920,000 73,688,408 31.10 118,112,088 49.85
7 訪問看護ステーション 22,000,000 3,485,203 15.84 9,935,114 45.16
8 地域包括支援センター 10,000,000 1,045,400 10.45 4,627,265 46.27
9 簡 易 水 道 128,594,000 32,360,050 25.16 57,944,657 45.06

10 観 光 施 設 事 業 38,375,000 0 0.00 8,245,178 21.49
11 交 流 施 設 54,736,000 0 0.00 39,913,305 72.92
12 集 落 排 水 事 業 272,000,000 33,457,125 12.30 119,554,039 43.95
13 朝 日 財 産 区 12,800,000 8,680,887 67.82 117,500 0.92

合　　　計 2,451,411,000 725,764,680 29.61 1,047,200,182 42.72
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只
見
町
の
ブ
ナ
林
と
ユ
ネ
ス

コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
の
可
能
性
を

テ
ー
マ
に
、
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ

パ
ー
ク
講
演
会
が
１０
月
３１
日
に

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
約
７０
名
が
聴
講
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
は
３
名
の
講
師
に
よ

り
行
わ
れ
、
は
じ
め
に
独
立
行

政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
鈴

木
和
次
郎
氏
が
只
見
の
ブ
ナ
林

の
魅
力
に
つ
い
て
、
次
に
町
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
主
任
指
導
員
の
新

国
勇
氏
が
只
見
の
森
と
人
々
の

暮
ら
し
と
題
し
講
演
さ
れ
た
あ

と
、
横
浜
国
立
大
学
准
教
授
の

酒
井
暁
子
氏
が
ユ
ネ
ス
コ
・
エ

コ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー

ン
を
使
用
し
説
明
さ
れ
ま
し

た
。ユ

ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
と

は
生
物
圏
保
存
地
域
の
こ
と

で
、
陸
上
・
沿
岸
・
海
洋
生
態

系
の
保
護
区
と
な
り
、
生
物
多

様
性
の
保
全
と
人
間
生
活
の
調

和
や
、
地
域
社
会
の
持
続
的
発

展
を
実
現
す
る
場
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
、
様
々
な
自
然
保
護

活
動
な
ど
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

現
在
、世
界
で
１
０
９
ヵ
国（
５

６
４
ヵ
所
）
が
指
定
地
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。

講
師
の
酒
井
准
教
授
は
、
只

見
の
ブ
ナ
林
は
大
変
す
ば
ら
し

く
、
指
定
の
条
件
は
ほ
ぼ
調
っ

て
い
る
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し

た
。

講
師
に
本
郷
幼
稚
園
（
会
津
美
里

町
）
の
元
園
長
で
会
津
美
里
町
教
育

委
員
の
鶴
賀
イ
チ
さ
ん
を
迎
え
、「
か

つ
て
子
ど
も
だ
っ
た
大
人
た
ち
へ
・

や
が
て
大
人
に
な
る
子
ど
も
た
ち

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て
支
援
講

演
会
が
１１
月
９
日
、
季
の
郷
湯
ら
里

で
開
か
れ
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

な
ど
４５
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
賀
さ
ん
は
、
経
験
談
を
交
え
子

ど
も
た
ち
が
話
す
言
葉
に
は
、
子
ど

も
の
考
え
や
思
い
、
願
い
な
ど
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
ど
う
対
応
し
接
し
た
ら
良
い
か

に
つ
い
て
や
、
自
分
の
子
ど
も
の
こ

ろ
を
思
い
出
し
て
子
育
て
を
し
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
、
子
ど
も

は
未
来
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
は

自
分
た
ち
の
未
来
を
育
て
る
こ
と
、

地
域
が
結
集
し
て
子
育
て
を
し
、
只

見
町
の
将
来
を
考
え
、
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
講
話

さ
れ
ま
し
た
。

只
見
町
と
新
潟

県
三
条
市
を
つ
な

ぐ
国
道
２
８
９

号
・
八
十
里
越
道

路
の
九
号
ト
ン
ネ

ル
（
３
，
１
７
３

ｍ
）
が
１１
月
７
日

に
貫
通
し
、
同
日

に
現
地
で
貫
通
式

が
行
わ
れ
、
目
黒

町
長
や
五
十
嵐
拓

町
議
会
議
長
な
ど

関
係
者
が
出
席
し

ま
し
た
。

式
で
は
目
黒
町

長
は
じ
め
関
係
者

が
発
破
ボ
タ
ン
を

押
し
貫
通
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
通
り
初
め
の

儀
や
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
目
黒
町
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
、
全
線
開
通
へ
の

期
待
を
高
め
ま
し
た
。

貫
通
点
で
目
黒
町
長
、
五
十
嵐
拓

町
議
会
議
長
、
国
定
勇
人
三
条
市
長

ら
が
万
歳
三
唱
を
行
い
、
記
念
す
べ

き
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

九
号
ト
ン
ネ
ル
は
全
１１
あ
る
ト
ン

ネ
ル
の
う
ち
最
長
で
す
。
目
黒
町
長

は
「
両
県
の
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し

行
動
を
起
こ
し
、
一
日
も
早
く
全
線

開
通
す
る
よ
う
尽
く
し
た
い
」
と
思

い
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
通
り
初

め
の
儀
に
は
只
見
中
学
生
１３
名
も
参

加
、
下
田
中
学
生
と
記
念
撮
影
を
す

る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲子育てのポイントなどを講話される鶴賀イチさん

▲貫通を喜ぶ目黒町長（右から3人目）

▲ユネスコ・エコパークについて学ぶ参加者

NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
講
演
会

八十里越九号トンネル貫通式
子
育
て
支
援
講
演
会

只
見
町
の
ブ
ナ
林
の
未
来
を
探
る

全線開通に期待高まる 地
域
の
子
育
て
力
の
向
上
を
目
指
し
て
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
ｉｎ

た
だ
み（
健
康
な
歩
き
方
教
室
）

が
１１
月
１６
日
、
た
だ
み
・
ブ
ナ

と
川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
青
少

年
旅
行
村
い
こ
い
の
森
周
辺
を

会
場
に
開
か
れ
、
１０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

は
、ス
ト
ッ
ク
を
両
手
に
持
ち
、

地
面
を
突
い
て
歩
行
を
補
助
し

な
が
ら
歩
く
運
動
で
、
何
も
持

た
ず
に
歩
く
よ
り
、
効
果
的
な

有
酸
素
運
動
と
な
り
全
身
の
筋

肉
を
使
う
た
め
、
５
分
か
ら
１０

分
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
運
動
効

果
を
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
ト
ッ
ク
の
補
助
で
足
腰
に
か

か
る
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
高
齢

者
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
講
師
の
指
導
を

受
け
た
後
、
ブ
ナ
と
川
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
を
ス
タ
ー
ト
、
青
少

年
旅
行
村
い
こ
い
の
森
を
回
る

約
２
・
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
３０
分

か
ら
４０
分
か
け
て
歩
き
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
を
体
験
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま

１１
月
１２
日
に
只
見
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
た
「
只
見
町
小
中
学
校
音

楽
祭
」
に
は
、
只
見
小
３
・
４
年
生
、

明
和
小
３
・
４
年
生
、朝
日
小
３
・
４
・

５
年
生
と
只
見
中
全
校
生
徒
が
参

加
、
小
学
校
は
合
唱
と
合
奏
を
披
露

し
、
中
学
校
は
全
校
生
徒
と
特
設
合

唱
部
の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
元

気
に
楽
し
く
歌
う
小
学
生
、
迫
力
あ

る
演
奏
で
楽
器
を
奏
で
る
合
奏
、
そ

し
て
清
ら
か
で
透
き
通
る
よ
う
に
ピ

ュ
ア
な
歌
声
が
響
き
渡
っ
た
中
学
生

の
合
唱
、
い
ず
れ
も
完
成
度
の
高
い

合
唱
と
合
奏
の
連
続
に
、
来
場
さ
れ

た
保
護
者
ら
か
ら
は
感
動
と
同
時
に

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
練
習
の
成
果
が
す
べ
て
発
揮
さ

れ
た
す
ば
ら
し
い
音
楽
祭
で
し
た
。

し
た
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

▲気軽に汗を流せるノルディックウォーク

▲うつくしい歌声を響かせた只見中特設合唱部の女声合唱

１１月１５日、長浜の皆川コイクさんが満百歳の誕
生日を迎えられ、同日に知事賀寿贈呈式が介護老
人福祉施設只見ホームで行われました。

はじめに小野保順南会津保健福祉事務所長から
知事賀寿と記念の木杯が贈られました。続いて、
久保副町長、五十嵐拓町議会議長、五十嵐辰男只
見町社会福祉協議会長、星素行只見町老人クラブ
連合会長、目黒竹市只見第２老人クラブ会長らか
ら記念品などが贈られました。また、孫の馬場有
里さん、渡部茂孝只見ホーム園長がお祝いの花束
を手渡しました。コイクさんの長生きの秘訣は、
好き嫌いなく食べること。とのことでした。

NEWS&FLASH

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
ｉｎ
た
だ
み

皆川コイクさん（長浜）が満百歳

只
見
町
小
中
学
校
音
楽
祭

ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

百歳賀寿おめでとうございます

元
気
な
歌
声
に
、
迫
力
の
演
奏

▲賀寿を受ける皆川コイクさん（右）
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュNEWS&FLASH

親
子
料
理
教
室

只
見
の
巻
物
が
国
立
博
物
館
に
展
示

東
京
都
内
在
住
の
７
名
の
方
々

が
、
１１
月
１７
日
に
、
大
倉
地
区
の

約
３
・
５
ア
ー
ル
の
畑
で
秋
野
菜

の
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
大
倉
区
が
福
島
県
地

域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
の
補
助

を
受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、
８
月

１８
日
に
行
な
っ
た
種
ま
き
か
ら
始

ま
り
、
１０
月
５
日
に
は
除
草
作
業

を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

ハ
ク
サ
イ
や
ダ
イ
コ
ン
、
カ
ブ
な

ど
計
８
種
の
秋
野
菜
を
地
元
農
家

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
収
穫
、
慣
れ
な
い
作
業
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
ば

か
り
の
ダ
イ
コ
ン
を
そ
の
場
で
味

わ
っ
た
参
加
者
は
「
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
来
年
も
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

１０
月
７
日
に
只
見
保
育
所
で
、
１９

日
に
明
和
保
育
所
で
、
２０
日
に
は
朝

日
保
育
所
で
、
親
子
料
理
教
室
が
開

か
れ
、
保
育
所
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜

を
使
い
「
さ
つ
ま
い
も
と
し
め
じ
の

秋
カ
レ
ー
」を
親
子
で
作
り
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
て
の
食
材
に
は
「
い
の

ち
」
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
食
べ
る
と
い
う

食
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
も
学
び
ま
し
た
。

▲あいさつをする目黒町長▲おいしいカレーができるかな？

▲とれたて野菜を思わず「ガブリ」

収穫した野菜を手に笑顔の参加者

▲
１１
月
１８
日
、
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

で
、
第
３９
回
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま

つ
り
第
１
回
実
行
委
員
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
目
黒
町
長
は
、
あ

い
さ
つ
で
「
今
日
ま
で
企
画
実
行
委

員
会
を
３
回
開
催
し
、
ま
つ
り
内
容

も
煮
詰
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
降
雪
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
雪
ま
つ
り
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
今
年
の
大
雪
像
は
「
タ
ー
ジ
・

マ
ハ
ル
」
で
、
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
あ
な
た
に
会
え
る
雪
ま

つ
り
」
で
す
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
町
民
に
公
募
し
、
石
津
伸
介

さ
ん
（
楢
戸
）
の
作
品
が
企
画
実
行

委
員
会
で
選
ば
れ
決
定
し
ま
し
た
。

只
見
町
が
日
本
一
の
、
巻
物
の
多

い
町
で
あ
る
こ
と
は
有
名
で
す
。
こ

の
度
、
千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
の
民
俗
展
示
室
に

只
見
町
の
巻
物
の
レ
プ
リ
カ
（
複
製

品
）
が
常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
展
示
予
定
の
巻
物
は
、

蒲
生
・
五
十
嵐
崇
家
の
番
匠
巻
物
と

新
町
・
新
国
志
摩
夫
家
の
屋
根
屋
の

巻
物
の
二
点
で
す
。

こ
こ
で
は
今
年
か
ら
現
代
展
示
室

で
田
子
倉
集
落
の
模
型
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
巻
物
は
平
成

２５
年
３
月
の
改
装
時
に
展
示
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
担
当
の
同
館
・
小

池
淳
一
准
教
授
は
「
日
本
の
職
人
文

化
の
伝
統
を
継
承
す
る
重
要
な
資
料

と
し
て
展
示
し
た
い
」
と
話
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

第
１
回
実
行
委
員
会

秋
野
菜
の
収
穫
作
業

第
３９
回
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り

東
京
都
民
が
只
見
で
農
業
体
験

▲巻物の撮影を指導する小池先生
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知っていますか？
　　　　　　糖尿病

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年

４
月
か
ら
只
見
町
で
保
健
師
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の

出
身
は
隣
り
町
の
南
会
津
町
（
旧
南

郷
村
）
で
す
が
、
昔
か
ら
た
ま
に
遊

び
に
来
た
り
、
温
泉
に
入
り
に
来
た

り
、
買
い
物
に
来
た
り
し
て
い
た
の

で
、
只
見
は
と
て
も
親
近
感
が
あ
り

自
分
の
町
の
よ
う
に
愛
着
を
感
じ
ま

す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
と
接
し
て
い

て
感
じ
る
こ
と
は
、
や
は
り
人
の
あ

た
た
か
さ
で
す
。
近
隣
・
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
様
々
な
問

題
が
現
れ
て
き
て
い
る
現
代
、
昔
な

が
ら
の
近
所
付
き
合
い
が
残
り
、
地

区
や
町
を
あ
げ
て
の
活
動
も
多
く
残

る
只
見
町
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
町

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
浅
草
岳

の
よ
う
に
大
き
な
心
で
接
し
て
く
だ

さ
る
み
な
さ
ん
に
、
新
人
の
私
は

日
々
救
わ
れ
、
恩
返
し
を
し
な
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。さ

て
、
糖
尿
病
と
い
う
病
気
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
今
や
知
ら
な
い

方
の
ほ
う
が
少
な
い
く
ら
い
身
近
な

病
気
に
な
っ
て
い
る
糖
尿
病
で
す

が
、
そ
の
本
当
の
姿
は
意
外
と
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
み

な
さ
ん
は
、
糖
尿
病
と
聞
く
と
ど
の

よ
う
な
症
状
が
思
い
浮
か
び
ま
す

か
？・

の
ど
が
渇
く

・
か
ら
だ
が
だ
る
い

・
甘
い
も
の
を
欲
す
る

・
お
し
っ
こ
多
量

・
尿
に
泡
が
立
つ

こ
れ
ら
は
、
一
般
的
に
よ
く
聞
く

糖
尿
病
の
症
状
で
す
ね
。
で
は
、
次

の
症
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

・
物
が
見
え
ず
ら
い

・
ぼ
ん
や
り
見
え
る

・
胃
の
調
子
が
悪
い

・
下
痢
と
便
秘
を
く
り
返
す

・
冷
え
る
、
ほ
て
る
、
異
常
に
汗   

     

を
か
く

・
疲
れ
て
い
な
い
の
に
足
が
つ
る

・
手
足
の
し
び
れ

・
足
の
感
覚
の
違
和
感

・
手
足
が
む
く
む

・
尿
に
た
ん
ぱ
く
が
出
る

・
胸
痛

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
、
め
ま
い

・
物
忘
れ

こ
れ
ら
の
症
状
は
見
逃
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
糖
尿
病
の
方
の
３
人
に

１
人
は
自
分
が
糖
尿
病
だ
と
気
づ
い

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
病

院
を
受
診
し
て
「
も
う
少
し
様
子
を

み
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
時
点
で

も
う
糖
尿
病
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
得
る
の
で
す
。
糖
尿
病
は
悪

化
す
る
と
、
内
服
薬
だ
け
で
な
く
イ

ン
ス
リ
ン
の
注
射
も
必
要
に
な
り
、

さ
ら
に
、
人
工
透
析
、
下
肢
切
断
、

網
膜
症
と
い
っ
た
大
変
な
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
糖
尿
病

は
費
用
が
か
か
る
病
気
で
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
治
療
で
入
院
が
必
要
に
な

る
と
、
人
口
透
析
：
５
０
０
万
円
、

下
肢
切
断
：
１
０
０
万
円
、
網
膜
症
：

１
０
０
万
円
（
１
回
の
費
用
）
も
の

費
用
が
必
要
に
な
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
重
症
に
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
血
糖
値
に
少
し
の
異
常
が

出
た
時
点
で
い
か
に
早
く
気
づ
き
、

い
か
に
早
く
治
療
を
始
め
る
か
が
と

て
も
大
切
で
す
。
治
療
と
聞
く
と
ま

ず
、「
薬
を
飲
む
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
糖

尿
病
の
治
療
の
第
一
段
階
は
食
事
と

運
動
で
す
。
普
段
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
、

意
識
的
に
運
動
を
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
血
糖
値
に
異
常
が
見

つ
か
っ
た
時
点
で
食
生
活
と
運
動
習

慣
の
改
善
が
で
き
れ
ば
、
糖
尿
病
の

悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
血
糖
値
は
血
液
検
査
で
わ
か
り

ま
す
。
血
液
検
査
は
健
康
診
断
の
と

き
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
血
糖
値
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
？
自
分
の
血
糖
値
を
知

り
、
糖
尿
病
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
健
康
診
断
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習

慣
病
に
な
る
こ
と
な
く
、
元
気
で
長

生
き
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

保健師　渡部　由香里

こんにち
は !

保健師
です

正しい食事と適度な運動を
心がけましょう！



保育所 お ゆ う ぎ いかじょうずに

      か
わいく

        
   名演技♪
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歌　 
や踊りで楽しいひととき

地元の愛好者が歌や踊りを通して親睦を深める第２８
回ふるさと演芸会が、１１月２１日に朝日地区センターで
開かれ、約１００名が来場されました。演芸会では約３０
名の出演者が２０曲以上の演目で次々に歌や舞踊を披
露、うつくしい歌声や艶やかな舞に、詰めかけた来場
者は歓声とともに大きな拍手を送り、楽しいひととき
を過ごしました。

只見地区牧野組合の鈴木侃二さん、目黒芳雄さん、
酒井三男さん、佐藤正一さんの４名と、学校の近くに
在住の関谷又一さんが、只見小学校の校庭周辺に植え
られている低木などの冬囲い（雪囲い）を１１月６日に
ボランティアで作業されました。慣れた手つきで作業
は順調に行われ、がっちりとした冬囲いが完成、先生
方も感謝の気持ちを表されました。

第28回ふるさと演芸会

▲

練習の成果を披露する出演者

▲丁寧に作業される只見地区牧野組合の皆さん

雪  　 
の重みから低木をしっかり守る

明和保育所（11月19日）

朝日保育所（11月18日）

只見保育所（11月26日）

只見地区牧野組合・冬囲いボランティア
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１０月３１日に森林の分校ふざわで開かれた「第２回森
林のふれあいコンサート」に、柏市在住のメゾソプラ
ノ歌手「羽鳥典子さん」が出演されました。当日は、
柏市在住の早苗裕子さんのピアノ伴奏などで「アヴェ
マリア」や「オンブラマイフ」など６曲を披露、プロ
の声楽家のうつくしい歌声が響きわたりました。また、
チェンバロ奏者の沼尾美和子さんと地元の音楽愛好グ
ループの皆さんなどが交流を深めました。

柏市の声楽家「羽鳥典子さん」出演
第2回森林のふれあいコンサート

第３３回福島県小学生バレーボール選手権大会・会津
大会は１１月１３日と１４日に会津美里町で行われ、女子は
２２チームが参加、熱戦が繰り広げられるなか、順調に
勝ち進んだ明和スポーツ少年団が第１位に輝きました。
チーム一丸となりメンバー一人一人が実力を発揮され
た結果と思います。おめでとうございます。そして、
準優勝は朝日スポーツ少年団と只見町の強さが際立っ
た大会となりました。

目標体重に近づくために必要な運動量などを学ぶ第
１回ヘルシークラブ（健康教室）が１１月２４日に保健福
祉センターで開かれました。参加者は、健診結果から
生活習慣を見直し、食生活の改善や食品に含まれる栄
養素から考えるバランス食などについて学びながら、
ステップウェルを使った運動も行いエネルギーの消費
量を確認していました。この教室は今後２回行われる
予定です。

今年の採れたて新そばを味わう第１９回只見新そばま
つりが１１月１３日、只見地区センターで開かれ、町内外
から１４０名以上が参加、賑わいを見せました。採れたて、
打ちたて、ゆでたての新そば食べ放題に加え、団子汁
や山菜盛合わせ、地酒なども味わうことができ、参加
者は心ゆくまで秋の味覚を堪能していました。抽選会
では地酒や野菜、只見産新米などがプレゼントされ、
盛り上がりました。

効　 率的なエネルギー消費で理想の体形に只  　見の新米や野菜もプレゼント

明 　和スポーツ少年団が優勝！

第1回ヘルシークラブ（健康教室）第１９回只見新そばまつり

▲優勝の明和スポーツ少年団と準優勝の朝日スポーツ少年団（右下）

▲清らかな歌声を披露する羽鳥典子さん（左）

▲ステップウェルを使った運動を体験する参加者

▲新そばのおいしさを実感した参加者

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５２１０　Fax 82−2117

福島県小学生バレーボール選手権大会・会津大会
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だ
ん
だ
ん
寒
く
な
り
ま
し
た

ね
。
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

流
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
住
民
全

員
で
予
防
に
努
め
て
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
！
手
洗
い
な
ど
は
３０
秒
以

上
か
け
て
石
鹸
を
使
っ
て
洗
い
、

１
日
１０
回
以
上
を
目
標
に
さ
れ
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
寒
く
な
っ
て
く
る
と
足

腰
が
痛
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
特
に

診
療
所
に
こ
ら
れ
る
方
に
は
長
年

の
山
や
田
畑
の
仕
事
で
足
腰
を
悪

く
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
年
配
の
方
に
よ
く

あ
る
膝
の
病
気
に
変
形
性
膝
関
節

症
と
い
う
病
気
が
あ
り
ま
す
。
正

座
な
ど
膝
を
長
時
間
曲
げ
て
い
た

後
や
、
階
段
の
上
り
下
り
で
痛
み

が
で
る
と
い
う
症
状
が
特
徴
で

す
。「
膝
の
軟
骨
が
減
っ
て
い
ま

す
ね
」
と
い
わ
れ
た
事
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？
そ
う
、
軟
骨
が
減
っ
て

膝
が
痛
く
な
る
病
気
が
変
形
性
膝

関
節
症
と
考
え
て
も
ら
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
お
勧

め
の
自
宅
で
で
き
る
そ
ん
な
膝
の

痛
み
を
改
善
す
る
運
動
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

や
り
方
は
簡
単
で
す
。「
椅
子

に
座
っ
て
、片
足
を
伸
ば
す
だ
け
」

で
す
。（
図
１
）

伸
ば
し
た
ま
ま
の
姿
勢
で
保
つ

の
も
い
い
で
す
し
、
曲
げ
た
り
伸

ば
し
た
り
を
繰
り
返
し
て
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。片
足
が
疲
れ
た
ら
、

反
対
の
足
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
ま

し
ょ
う
。徐
々
に
慣
れ
て
き
た
ら
、

時
間
を
延
ば
す
、回
数
を
増
や
す
、

も
し
く
は
足
首
に
お
も
り
を
つ
け

て
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
運
動
に
よ
り
、
太
も
も
の

大
腿
四
頭
筋
と
い
う
筋
肉
を
鍛
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
歩
行

や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
異
な
り
、
膝
の

軟
骨
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く

筋
力
増
強
が
は
か
れ
る
た
め
膝
が

も
と
も
と
痛
い
方
で
も
で
き
ま

す
。
家
の
中
で
で
き
る
運
動
な
の

で
こ
の
冬
の
間
に
も
で
き
る
良
い

方
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
横
に
な
っ
た
状

態
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方

法
も
紹
介
し
ま
す
の
で
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。（
図
２
）

冬
は
雪
が
深
い
た
め
屋
外
で
体

を
動
か
す
の
は
難
し
く
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
な
ら
ば
家
の
中
で
足
腰

を
鍛
え
て
、
来
年
に
備
え
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
ひ
ざ
が
痛
い
人
へ
」

広
報
た
だ
み
診
療
所

朝
日
診
療
所
　
医
師
　
髙
栁
　
宏
史

１１
月
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も

忙
し
い
日
々
で
し
た
。
も
う
す
ぐ
１２

月
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
！
こ
の
時

期
、
私
は
ク
リ
ス
マ
ス
が
大
好
き
な

の
で
、
楽
し
み
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

に
向
け
て
、
我
が
家
で
は
飾
り
付
け

を
し
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
を
か
け
た
り
、
家
族
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
購
入
し
た
り
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
戻

り
、
家
族
と
過
ご
す
予
定
で
す
。
妹

も
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
の
で
、

日
本
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
っ
と

大
喜
び
す
る
で
し
ょ
う
。

今
月
、
須
賀
川
の
松
明
あ
か
し
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
も
う
、

す
ご
か
っ
た
で
す
！
今
ま
で
そ
の
よ

う
な
お
祭
り
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
本
当
に
わ
く
わ
く
し
ま
し

た
。
お
祭
り
で
は
、
大
き
な
松
明
を

丘
ま
で
持
っ
て
い
き
、
火
を
つ
け
ま

す
。
燃
え
て
い
る
松
明
に
あ
ん
な
に

も
近
づ
け
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
楽
し
く
時
間
を
過
ご
せ
、
写

真
も
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。
多
く

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
東
北
各
地
か
ら
見
に
来

て
い
ま
し
た
。

今
月
は
東
京
に
も
行
き
ま
し
た
。

築
地
の
魚
市
場
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
お
寿
司
が
大
好
き
な
の
で
、
日

本
に
来
て
か
ら
、
ず
っ
と
築
地
を
訪

れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
お
寿
司
を
食
べ
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
よ
う

な
魚
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

日
本
食
が
大
好
き
な
の
で
、
只
見

中
学
生
の
そ
ば
打
ち
体
験
に
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
以
前
、

そ
ば
の
食
べ
方
を
テ
レ
ビ
で
見
た
の

で
す
が
、
今
回
が
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。
そ
ば
打
ち
は
と
て
も
興
味
深

く
、
で
き
た
て
の
そ
ば
は
最
高
に
お

い
し
か
っ
た
で
す
。

最
近
、
早
く
雪
が
降
ら
な
い
か
な

ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
は
ま
だ

ま
だ
暖
か
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

福
島
は
東
京
か
ら
そ
ん
な
に
遠
く
な

い
の
に
、
こ
こ
ま
で
も
気
温
が
違
う

こ
と
に
驚
き
で
す
！

（
訳
・
只
見
中
・
福
地
）

アンナ
先生の ライフインジャパン

ライフインジャパン

アンナ　　　　　ジョージ
■ Anna・George

・1987年生まれ。英国ノーフォー ク出身。
・2010年8月から只見町英語指導助手。
・小学校と中学校で語学の指導を行います。

Life in

JAPANVol.2
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２
０
１
０
年
７
月
１７
日
、
東
京
大

学
で
行
わ
れ
た
文
化
資
源
学
会
で
、

只
見
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
演
題
は
「
文
化
財
の
情

報
発
信　

―
只
見
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
事
例
に

―
」
と
い
う
も
の
で
、
神
奈
川
大
学

大
学
院
の
小
松
大
介
さ
ん
と
の
共
同

報
告
で
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
や
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
な
か
で
特
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト

で
す
。こ
の
只
見
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
民
俗
学
の

研
究
方
法
や
視
点
に
偏
ら
ず
に
社
会

学
な
ど
他
の
研
究
分
野
の
方
法
も
導

入
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
で
し
た
。
実
際
に
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
私
た
ち
が
前
か
ら
意
識
し

て
き
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
民
俗

の
領
域
を
広
げ
る
も
う
一
つ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
神
奈
川
大
学
の
中
村

政
則
先
生
が
２
０
０
６
年
２
月
４
日

に
行
っ
た
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の

手
法
を
取
り
入
れ
た
聞
き
取
り
調
査

を
【
只
見
町
の
風
景
】
コ
ー
ナ
ー
の

中
に
導
入
し
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は

小
林
地
区
の
梁
取
源
左
衛
門
さ
ん
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
映
像
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
只
見
町
の
方
々
の
人
生
を

記
録
し
た
文
章
、
写
真
、
映
像
、
録

音
な
ど
の
資
料
を
も
っ
と
発
信
で
き

れ
ば
、
只
見
が
近
代
化
し
て
い
く
過

程
を
面
白
く
分
か
り
や
す
く
提
示
で

き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
内
容
を
充
実

さ
せ
る
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
前
回
述
べ
た
よ
う
に
、
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
住
民
と
の
連

携
は
不
可
欠
な
条
件
で
す
か
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
生
記
録
資
料
を
提
示
・

発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、
展
示
内
容

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

「
参
加
型
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て

質
的
に
向
上
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

望
ま
し
い
発
展
で
す
。
生
業
や
年
中

行
事
な
ど
民
俗
学
プ
ロ
パ
ー
の
典
型

的
な
関
心
事
に
限
ら
ず
、
常
に
開
か

れ
た
視
点
を
も
っ
て
「
参
加
型
」

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
性
格
を
維
持
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
研
究
方

法
や
博
物
館
の
方
針
に
お
い
て
は
、

も
ち
ろ
ん
い
ろ
い
ろ
な
難
点
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
可
能
な
ら
ば
、
大

学
の
研
究
者
の
特
権
的
な
関
心
事
に

し
な
い
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
共
有
し
て
考
え
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

す
こ
し
抽
象
的
な
話
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
こ
こ
で
神
奈
川
大
学
大
学

院
生
に
よ
る
調
査
報
告
書
『
大
倉
の

民
俗
』（
２
０
０
８
年
３
月
）
か
ら

二
つ
の
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

少
年
時
代
を
大
倉
で
過
ご
し
た
昭

和
１９
年
生
ま
れ
の
Ｎ
さ
ん
は
、
子
供

の
頃
い
つ
も
男
だ
け
で
い
ろ
い
ろ
な

い
た
ず
ら
を
し
て
「
新
撰
組
の
真
似

を
し
て
遊
ん
で
い
た
」
と
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
新
撰
組
の
真

似
ご
っ
こ
は
年
上
の
子
が
近
藤
勇
の

主
役
を
演
じ
、
年
齢
的
に
二
番
目
の

子
供
が
土
方
の
役
を
や
っ
て
い
た
ら

し
い
の
で
す
が
、
戦
争
が
終
わ
っ
て

米
国
の
影
響
に
よ
り
新
撰
組
の
よ
う

な
遊
び
方
は
暴
力
的
だ
と
し
て
止
め

ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
戦
争

ご
っ
こ
は
や
め
ろ
」
と
い
う
社
会
的

な
ム
ー
ド
が
あ
っ
た
の
で
す
。ま
た
、

Ｎ
さ
ん
は
、
幼
い
頃
、
子
供
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
の
親
分
と
し
て
「
ア
ン

ニ
ャ
」（
あ
に
き
）
と
呼
ば
れ
た
Ｓ

さ
ん
の
提
案
で
、
大
倉
で
早
乙
女
踊

り
を
復
活
し
よ
う
と
い
う
計
画
に
参

加
さ
れ
た
そ
う
で
す
。旧
暦
の
正
月
、

踊
り
の
練
習
を
ち
ゃ
ん
と
し
た
う
え

で
、
手
元
に
あ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ヒ
ョ
ッ
コ
ト
面
や
笠
な
ど
を
被

り
、
袋
を
持
っ
て
、
５
、
６
件
の
家

を
回
っ
た
そ
う
で
す
。
家
の
人
か
ら

砂
糖
入
り
の
湯
を
ご
馳
走
に
な
り
、

お
菓
子
や
イ
ナ
ボ
（
稲
の
穂
）
餅
、

団
子
を
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ

ん
も
ら
っ
た
の
で
、
後
で
ど
こ
か
の

家
で
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
餅
を
焼
い
て

食
べ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、

大
成
功
だ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
早
乙

女
踊
り
を
し
た
こ
と
が
学
校
に
知
ら

れ
て
し
ま
い
、
先
生
に
「
乞
食
の
よ

う
な
行
為
は
だ
め
だ
」
と
叱
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
大
倉
で
早
乙
女

踊
り
を
す
る
人
は
二
度
と
現
れ
な

か
っ
た
と
い
う
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
話
は
、「
戦
争
ご
っ

こ
は
だ
め
」
や
「
も
の
を
も
ら
う
の

は
だ
め
」
と
い
う
当
時
の
価
値
観
が

強
く
反
映
し
た
出
来
事
で
す
が
、
そ

の
時
代
性
が
リ
ア
ル
な
形
で
現
れ
て

い
る
事
例
と
し
て
、
と
て
も
興
味
深

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
体
験

を
民
具
や
行
事
と
関
連
し
て
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
な
か
に
導
入
で
き

れ
ば
、
社
会
の
変
遷
が
よ
り
鮮
や
か

に
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

と
っ
て
お
き
の
話

197

神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
者

ル
シ
ー
ニ
ュ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

「
参
加
型
」ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
可
能
性

只見学

▲伝統の小林早乙女踊り
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
十
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

十
一
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

康
　
女

コ
ス
モ
ス
や
久
し
き
友
の
訪
ね
来
て

い
つ
の
間
に
長
湯
と
な
り
し
秋
の
雨一

　
穂

秋
茄
子
や
艶
を
落
と
し
て
笊
の
中

秋
冷
や
ぬ
か
焼
く
煙
ゆ
れ
も
せ
ず洋

　
子

照
り
栄
え
て
葡
萄
紅
葉
の
昇
り
ゆ
く

む
ず
か
し
き
事
も
な
く
散
る
柿
落
葉

敦
　
子

夕
暮
る
る
小
学
校
や
鳥
渡
る

熊
出
る
と
広
報
無
線
告
げ
る
秋

礼

溝
蕎
麦
や
小
堀
め
ぐ
ら
す
か
ら
む
し
館

湧
き
水
に
手
の
平
浸
す
草
紅
葉

修
　
一

萩
の
花
落
ち
尽
し
た
る
阿
弥
陀
堂

ゆ
っ
た
り
と
真
鯉
向
き
変
え
秋
の
暮

一
　
灯

葡
萄
棚
熊
が
来
よ
う
と
通
さ
ん
ぞ

秋
射
会
手
ぐ
す
ね
引
い
て
控
え
け
り

又
壱
歩

葉
を
刻
み
い
る
や
厨
の
夕
ち
ち
ろ

講
義
録
曝
し
若
さ
の
蘇
り

邦
　
男

介
護
弁
当
昼
に
い
た
だ
き
薄
紅
葉

水
道
の
水
漏
れ
探
す
秋
の
空

恒
　
夫

放
た
れ
し
鶏
の
一
歩
や
冬
に
入
る

立
冬
や
一
人
し
ず
か
に
誕
生
日

吉
　
児

老
体
の
夜
半
に
覚
め
い
て
冬
の
雷

捨
て
し
ま
ま
山
路
を
ふ
さ
ぐ
月
夜
茸

隆
　
堂

大
舞
茸
柴
ね
じ
か
け
て
荷
送
り
す

爽
涼
や
握
手
で
終
わ
る
延
長
戦

笑
　
羊

突
っ
掛
け
の
足
湿
り
お
り
星
月
夜

赤
南
瓜
ひ
と
り
昼
餉
を
豊
に
す

リ
ウ
コ

一
山
を
越
え
れ
ば
越
後
ひ
つ
じ
田
に

里
芋
の
百
株
を
掘
る
大
仕
事

古
　
川
　
英
　
子

わ
が
庭
の
金
木
犀
が
遠
く
ま
で
匂
ふ
と
人
ら
声
か
け
く
る
る吉

　
津
　
政
　
枝

孫
の
婚
儀
に
二
世
も
共
に
披
露
な
し
祝
ひ
重
な
り
式
場
華
や
ぐ

皆
　
川
　
恒
　
子

木
の
陰
の
わ
れ
に
気
付
か
ず
手
入
れ
せ
ぬ
松
を
そ
し
り
て
知
り
人
帰
る

五
十
嵐
　
英
　
子

亡
き
夫
に
松
茸
ご
飯
と
思
へ
ど
も
熊
が
出
る
と
ふ
山
に
は
行
け
ず

馬
　
場
　
八
　
智

休
耕
田
に
雑
草
繁
り
秋
風
に
揺
る
る
を
農
婦
の
わ
れ
は
哀
し
む

渡
　
部
　
ゆ
き
子

異
状
気
象
か
実
入
り
揃
は
ぬ
豆
小
豆
の
青
き
を
残
し
乾
び
し
を
抜
く

五
十
嵐
　
夏
　
美

師
の
け
な
す
言
葉
に
夫
人
は
微
笑
み
て
歌
会
の
我
ら
を
和
ま
せ
く
る
る

齊
　
藤
　
ち
ひ
ろ

と
ぼ
と
ぼ
と
歩
み
続
け
し
夫
婦
道
八
十
過
ぎ
て
振
り
返
り
み
つ

目
　
黒
　
富
　
子

近
山
に
雪
降
り
た
れ
ば
合
図
の
ご
と
家
の
周
り
を
人
等
は
片
す

渡
　
部
　
ヨ
リ
子

残
飯
を
畑
に
捨
て
れ
ば
野
良
猫
は
豆
木
の
陰
で
我
が
去
る
を
待
つ

新
　
国
　
洋
　
子

鉢
棚
の
く
ち
な
し
二
つ
返
り
咲
き
秋
深
ま
り
し
裏
庭
に
映
ゆ

（
出
詠
順
）
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税１２
月
２７
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
国
民
健
康
保
険
税
（
６
期
）

●
水
道
使
用
料
（
３
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
１２
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
６
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
５
期
）

優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

無
利
子
で
奨
学
資
金
を
お
貸
し
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
次
の
事
項
に
留
意

さ
れ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象
及
び
条
件

▽
平
成
２３
年
度
に
高
等
学
校
・
短

期
大
学
・
大
学
又
は
各
種
学
校

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

で
、
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に

優
れ
、身
体
強
健
で
あ
る
こ
と
。

▽
貸
与
を
希
望
さ
れ
る
方
が
、
只

見
町
に
本
籍
又
は
住
所
が
引
き

続
き
６
ヵ
月
以
上
有
す
る
こ

と
。

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
業
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

●
利
用
可
能
貸
与
額

▽
高
等
学
校

月
額
１
２
，
０
０
０
円
以
内

▽
私
立
大
学

月
額
４
０
，
０
０
０
円
以
内

▽
国
公
立
大
学
・
短
期
大
学
及
び

各
種
学
校

月
額
３
０
，
０
０
０
円
以
内

▽
支
度
金（
４
年
制
大
学
に
限
る
）

大
学
入
学
時

３
０
０
，
０
０
０
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還

奨
学
生
は
、卒
業
も
し
く
は
退
学
・

奨
学
金
辞
退
等
の
月
よ
り
６
ヵ
月
の

返
還
準
備
期
間
を
お
き
、
７
ヵ
月
目

か
ら
８
年
以
内
に
月
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
手
続

教
育
委
員
会
・
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・

只
見
中
学
校
・
只
見
高
校
・
南
会
津

高
校
・
町
内
郵
便
局
・
東
邦
銀
行
只

見
支
店
・
Ｊ
Ａ
会
津
み
な
み
只
見
支

店
に
あ
る
「
願
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
在
学
校
に
「
推
薦
書
」
を

作
成
・
交
付
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

家
族
全
員
の
所
得
証
明
書
及
び
住
民

票
（
世
帯
票
）
を
添
え
、
願
書
等
の

交
付
の
際
に
同
封
さ
れ
る
「
募
集
の

し
お
り
」の
注
意
事
項
を
厳
守
の
上
、

教
育
委
員
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●
募
集
受
付
期
間

２
月
１８
日
（
金
）
ま
で

●
奨
学
生
の
採
用
決
定

教
育
委
員
会
で
決
定
し
本
人
に
通

知
し
ま
す
。
通
知
は
、
３
月
中
旬
頃

に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
班

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
３
２
０

只
見
町
で
は
、
将
来
、
町
の
施
設

で
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
職
種
を
め
ざ
す
方
に
対
し

て
奨
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
職
種
・
条
件

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
放

射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士

※
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
前
項
の

職
種
の
養
成
施
設
に
在
学
ま
た
は

在
所
し
、
国
ま
た
は
他
の
団
体
か

ら
同
種
類
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
て
い
な
い
方

●
貸
与
額　

月
額
１０
万
円
以
内

●
奨
学
資
金
の
返
還
及
び
免
除
規
定

奨
学
資
金
貸
与
条
例
に
よ
り

▽
原
則
と
し
て
１０
年
以
内
に
返

還
。

▽
た
だ
し
、
資
格
取
得
後
直
ち
に

町
の
機
関
に
就
職
し
、
そ
の
後

引
き
続
き
１０
年
以
上
当
該
業
務

に
従
事
し
た
と
き
は
返
還
の
債

務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み
手
続
き

奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
に
住
民
票

抄
本
・
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
等
を

添
え
て
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

用
紙
等
は
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方

に
直
接
送
付
し
ま
す
の
で
、
保
健
福

祉
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
必
要
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
、
進
学
予
定
の
方
も

受
け
付
け
ま
す
。

●
募
集
期
間

平
成
２３
年
２
月
２５
日
（
金
）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
保
健
班

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
０
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
次
の
と
お
り

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

▽
高
等
学
校　

４
月
生
普
通
科

（
３
年
制
）

▽
高
等
学
校　

専
攻
科
社
会
福
祉

コ
ー
ス　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

●
出
願
期
間

▽
４
月
生
普
通
科

平
成
２３
年
２
月
１
日
～
４
月
２０
日

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
専
攻

平
成
２３
年
２
月
１
日
～
３
月
２２
日

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
４
２
―
５
７
２
―
３
１
５
１

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
０
６
―
８
８
８
１

募

集

平
成
２３
年
度只

見
町
奨
学
生

保
健
師
等
を
め
ざ
す奨

学
生

平
成
２３
年
度

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒

REC
RU

ITM
EN

T
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▽
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方

向
に
人
や
車
や
建
物
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除

雪
機
の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近

づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

☎
０
３
―
３
４
３
３
―
０
４
１
５

福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
改
正
貸

金
業
法
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
問
題

は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決
で
き
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

福
島
市
松
木
町
１３
―
２

財
務
省　

東
北
財
務
局

福
島
財
務
事
務
所

●
受
付
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

▼
問
い
合
わ
せ

☎
０
２
４
―
５
３
３
―
０
０
６
４

次
に
よ
り
、
平
成
２３
年
度
の
保
育

所
入
所
児
童
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
入
所
基
準

平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
で
満
１

歳
以
上
の
児
童
で
、
保
護
者
が
仕
事

な
ど
を
し
て
い
る
た
め
に
保
育
が
で

き
な
い
児
童

●
募
集
定
員

▽
只
見
保
育
所　

６０
名

▽
朝
日
保
育
所　

６０
名

▽
明
和
保
育
所　

６０
名

●
受
付
期
間

平
成
２２
年
１２
月
１
日
（
水
）
～
１２

月
２８
日
（
火
）
ま
で

※
時
間
は
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で
で
、
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
た
だ

し
各
保
育
所
で
は
土
曜
日
の
午
前

中
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
場
所

▽
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
只
見
町
役
場
窓
口

▽
只
見
・
朝
日
・
明
和
保
育
所

▽
朝
日
・
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

●
申
込
書
類

※
受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
保
育
所
入
所
申
込
書

▽
保
育
申
告
書

●
そ
の
他

以
前
、
提
出
さ
れ
た
入
所
申
込
書

の「
保
育
の
実
施
を
希
望
す
る
期
間
」

が
平
成
２３
年
度
も
申
し
込
ま
れ
て
い

る
場
合
、
今
回
は
保
育
申
告
書
の
み

提
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
２２
年

１２
月
現
在
退
所
さ
れ
て
い
る
児
童
は

申
込
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
福
祉
班

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
１
０

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

▽
作
業
を
行
う
前
に
必
ず
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

▽
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
雪
か
き

棒
を
使
っ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部
が
完

全
に
停
止
し
て
か
ら
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

▽
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も
と
や

後
方
の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

１日	 西部環境衛生組合職員辞令交付、県道小林舘の川線要望活動
のため南会津建設事務所及び県庁へ

２日	 湯ら里役員会
３日	 只見町文化祭開会式、料理コンテスト表彰式、柏市ふるさと

交流協会会長、副会長及び事務局長表敬訪問に来庁
４日	 ９月定例議会１１月第１回会議、福島県市町村教育委員会連絡協

議会南会津支会定例会懇親会
５日	 南会津地方振興局長来庁、南会津地方広域消防本部消防長及

び総務係長来庁
６日	 柏市永楽台地域ふるさと協議会視察研修に来町の折歓迎の挨拶
７日	 国道２８９号線９号トンネル貫通式
８日	 朝礼、定例庁議、町政懇談会（朝日地区）
９日	 戦没者追悼式、福島県立医科大学会津医療センター準備室教

授就任祝賀会
１０日	 県道小林舘の川線現地立会、東邦情報システム取締役会長来

庁、地域計画審議会、ふくしま駅伝結団式及び壮行会
１１日	 作業療法士職員採用候補者試験、会津ただみ振興公社社内会

議、町政懇談会（只見地区）
１２日	 観光まちづくり協会理事会、東北電力若松支社長来庁、ふるさと大使懇談会
１３日	 歴史街道「吉尾峠を歩く集い」
１４日	 南会津地方広域市町村圏組合職員採用候補者試験
１５日	 南会津地方広域市町村圏組合管理者会、南会津地方町村会町

村長会、福島県労働組合総連合議長及び会津地方労働組合総
連合議長来庁、国道２８９号（棚倉～下郷）建設促進協議会意見
交換会

１６日	 町政懇談会（明和地区）
１７日	 南会津建設事務所事業調整会議
１８日	 雪まつり実行委員会、福島県議会「県民連合」移動政調会、

野鳥の会南会津支部来庁
１９日	 只見金山昭和県道改修促進期成同盟会県要望
２１日	 ふくしま駅伝参加者慰労会及び町旗返還
２４日	 福島県町村会役員会及び県知事との懇談会
２５日	 ９月定例議会１１月第２回会議
２６日	 南会津地方広域市町村圏組合臨時議会、西部環境衛生組合議会臨時会
２８日	 ふるさと只見の集い
２９日	 東邦銀行業況説明会
３０日	 奥会津元気回復協議会事務局長来庁、Jパワー来庁、予算査定

町 長 室 日 誌〈　11　月　分　〉

生

活

平
成
２３
年
度 

保
育
所
入

所
児
童
申
込
み
受
付
開
始

正
し
い
操
作
で

安
全
除
雪

多
重
債
務
相
談

　
　
　

窓
口
の
案
内

LIFE

▲

米寿記念作品集 只見町名誉町民で墨雅書
道会代表、郡山市在住の書
家「皆川雅舟（政一郎）さ
ん」はこのほど米寿を記念
して「米寿記念作品集」を
発刊、町に寄贈されました。
作品集は各地区センターに
１部ずつ配置しましたので、
書に関心のある方はぜひご
覧ください。

名誉町民・皆川雅舟氏
「米寿記念作品集」
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★おべんとうの時間

杉田圭／著　
（メディアファクトリー）

「小倉百人一首」が編まれた背景
と、その中の6首の和歌が詠まれた
背景を分かりやすくマンガで表現。
コミュニケーションが今とは比べよう
もなく不自由だった（顔も見ないで
恋愛をするような）時代の男女が、

ひたすらに想いを伝えようとたった３１文字の中に込めた
恋心は胸に迫るものが。百首全ての超訳付き。ちょっ
と日常を離れてみたいとき読んでみては？

写真／安部了　
文／安部直美　（木楽社）

全国各地の手作りのお弁当のフォト
エッセイ集。子供の頃から馬が好きで
好きで「馬牽き」という職業についた
女性、この道27年のベテラン海女さ
ん、飼い猫の餌（マグロの刺身！）の
残り物で巻いた鉄火巻を持参する大

学教授（男性）などなど、多種多様な職種の人々のお腹
と心を満たすお弁当はそれこそ千差万別。エッセイからは
家族への愛情と仕事への情熱と誇りが透けて見え、なん
だか元気のお裾分けをもらった気分になれます。作者で
ある安部夫妻の丁寧な取材にも好感が持て、人生の豊か
さってこういうことだなと感じられる１冊。

★超訳百人一首　うた恋い。

★図書室に関する要望や購入図書の希望  
　など、お気軽にお寄せください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
も
残
り
数
日
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１２
月
５
日
、
ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

が
行
わ
れ
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

集
い
に
ぎ
や
か
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。
こ
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち

が
、
み
ん
な
将
来
、
只
見
に
い
て
く
れ
た

ら
な
～
な
ん
て
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

▽
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
参
加
さ
れ
た
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
今
年
も
皆
さ
ん
に
色
々
と
ご
協
力
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成22年11月1日現在
人　口　　  ４，９３１（−12）
　男　　  　２，３５１（－６）
　女　　  　２，５８０（－６）
世帯数　  　１，８６７（－３）

高齢化率　　４１．４％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　１１　転出　１０　出生　０　死亡　１３

まちづくり推進員
渡部　敦子

明和地区センター

図書室☎ 86-2111（11月１日～11月３0日届出分 ･ 敬称略）
■お誕生おめでとうございます
　加　藤　美

み お り

織 （女／洋　介・知　香）　只 見
　三　瓶　煌

こ う は

羽 （男／和　人・未　来）二軒在家
　新　國　峻

と し き

生 （男／　誠　・ゆかり）　只 見
　三　瓶　瑞

み ず き

貴 （男／一　則・莉　沙）　蒲 生
　根　本　　陸

りく

　 （男／大　輔・礼　子）　只 見
　山　田　あ い （女／竜　已・あゆみ）　只 見
■おくやみ申し上げます

藤　田　シケミ　　　92才　　　　只 見
⻆　田　フ　ユ　　　89才　　　　小 林
　星　　キヨ子　　　90才　　　　荒 島
五十嵐　　巍　　　　80才　　　　蒲 生
滝　沢　ナミコ　　　94才　　　　楢　　戸
平　山　ヨシヱ　　　93才　　　　小 林
渡　部　キミヨ　　　87才　　　　小 川
　星　　ソノヱ　　　81才　　　　荒 島
松　橋　夏　司　　　76才　　　　長 浜
菊　地　道　雄　　　85才　　　　梁 取
阿　部　千恵子　　　50才　　　　只 見
佐　藤　　明　　　　79才　　　　入 叶 津
矢　沢　百　子　　　77才　　　　塩 沢
目　黒　政　夫　　　93才　　　　黒 谷
堀　金　盛　雄　　　87才　　　　福 井
新　國　春　夫　　　74才　　　　只 見

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出のときにその旨をお伝えください。

★話題の「トイレの神様」、「小惑星探査機はやぶさの
大冒険」、一部の子供たちに絶大な人気を誇る「こ
びとづかん」シリーズ、小説は伊坂幸太郎、桐野夏
生、海道尊、伊藤計劃などの著作を購入しました。

★先月から開始した巡回図書は、現在只見地区セン
ターの図書を置いています。こちらもぜひご利用く
ださい。
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▪ 発行／只見町役場総務企画課　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
▪ 編集／広報編集委員会　http://www.tadami.gr.jp/　☎0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

１２
月●

２３
日
（
祝
）

　
　
「
只
見
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
」

　
　
「
喫
茶
キ
ャ
ン
ド
ル
…
只
見
ス
キ
ー
場
」

１
月●

１
・
２
日
（
祝
・
日
）

　
　
「
只
見
ス
キ
ー
場　

新
春
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
」

●
１５
日
（
土
）

　
　
「
冬
の
郷
土
食
フ
ェ
ア

ス
ノ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

●
２３
日
（
日
）

　
　
「
只
見
毎
日
杯
Ｇ
Ｓ
大
会
…
只
見
ス
キ
ー
場
」

２
月●

１２
・
１３
日
（
土
・
日
）

　
　
「
第
３９
回
只
見
ふ
る
さ
と
の
雪
ま
つ
り

…
Ｊ
Ｒ
只
見
駅
前
広
場
」

●
１４
日
（
月
）

　
　
「
冬
の
郷
土
食
フ
ェ
ア

ス
ノ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

▼
お
土
産
に
豆
類
や
そ
ば
粉
、
打
ち
豆
な
ど
が
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
少
量
か
ら
で
も
販
売
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
て
お
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
５
０

営
業
時
間 

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

森の四季森の四季 Vol.8Vol.8

ノウサギ
哺乳類／

ウサギ目ウサギ科ノウサギ属／野兎

　来年の干支は「卯（うさぎ）」です。

只見町では、山から里まで、野生の

ノウサギがたくさん棲んでいます。

しかし、夜行性で臆病なので、なか

なか目にすることができません。

　雪が降り積もった朝、雪面には、

ノウサギがあちこちと走りまわった

足跡が残っています。ノウサギは、

前足を飛び越えるように後ろ足をつ

くので、進行方向は、大きな後ろ足が前になります。

℡ 0241(72)8355

特別展示 ○只見の民具とその素材展　平成23年2月28日㈪まで

○第10回ブナセンター講座「只見の自然から生まれた民具」
　講師：新国勇さん　日時：1月16日㈰午後1時30分～3時
○ただみ・ブナと川のミュージアムは冬季も開館しています。
　ただし年末年始12月28日㈫～平成23年1月4日㈫は休館いたします。

今後の予定

お知らせ

写真／目黒　友


